
 

避難所を円滑に運営するために 

～女性の視点に立って～ 
避難所の運営は住民主体が基本ですが、より円滑に運営す

るには、女性の視点を取入れることが重要です。 

女性（災害弱者）の意見を反映させやすくするためにも、

女性を積極的に避難所運営委員に登用させましょう。 

  

１ 就寝時は 

家族以外の単身の方が寝る場所は、 

男性・女性を分けましょう。  

 

２ トイレは 

男女別はもちろんのこと、設置場所はなるべく離しましょう。 

また、複数で一緒に行きましょう。 

 

３ 乳幼児連れの方は 

授乳のために、授乳室を確保しましょう。 

調乳しやすい、給湯室があるとよいでしょう。 

 

４ いつも清潔に 

避難所は大勢の方が利用します。 

健康に過ごすためにも、衛生面は

常に気を付け、施設・備品はいつも

清潔にしましょう。 

清掃や食事の片付けなどは女性の

みでなく、男性も行いましょう。 



 

 

５ 犯罪に気を付けましょう 

避難所では弱い立場の女性が狙われやすいので、 

盗撮や窃盗の他、性犯罪にも気をつけましょう。 

皆で犯罪について意識し、不審な行動をする者は 

施設管理者等に知らせましょう。 

 

６ 入浴は 

女性の入浴中が分かるように入口に 

「女性入浴中」等、はっきり明示し 

ましょう。 

幼児用のふろを用意しましょう。 

 

 

 

７ 相談できる場所を 

女性の悩みが話せるような、安心

して相談できる場所を確保しまし

ょう。 

 

 

 

８ プライバシーを守りましょう 

着替えや洗濯物干場等、女性専用の場所 

を確保しましょう。 

 

９ その他にも 

女性の考えを積極的に取り

入れましょう。また、避難所運

営について、女性の参画を促し

ましょう。 
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